
　

初
代
五
郎
兵
衛
は
八
幡
新
町
に
生
ま
れ
た
と
さ
れ
、
同
地
の
豪
商
伴
伝
兵
衛
家
に
奉
公
に
入
り
、
性
質
温

厚
忠
実
、
陰
日
向
無
く
仕
事
に
勤
し
ん
だ
と
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。
生
涯
を
主
家
に
尽
く
す
覚
悟
で
精
励
恪
勤
、

長
年
誠
実
に
勤
め
ま
し
た
。
そ
の
精
励
を
認
め
ら
れ
て
主
家
よ
り
別
家
を
許
さ
れ
、
煙
草
商
を
始
め
ま
し
た
。

　

彼
は
主
家
頂
い
た
褒
賞
状
を
家
宝
と
し
、
伴
伝
兵
衛
の
位
牌
を
仏
壇
に
共
に
祀
り
末
代
に
伝
え
た
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

森
家
は
代
々
五
郎
兵
衛
を
襲
名
し
、
江
戸
に
行
商
し
て
近
江
産
の
麻
を
持
ち
下
り
、
関
東
呉
服
を
上
せ
荷

し
て
、
勤
勉
刻
苦
、
誠
実
を
旨
と
し
、
一
本
の
天
秤
棒
を
肩
に
家
運
を
か
け
て
関
東
一
円
を
行
商
し
、
商
才

と
顧
客
の
利
益
を
第
一
に
す
る
態
度
に
顧
客
の
信
頼
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
数
年
で
利
を
重
ね
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
元
禄
十
六
年
（
1
7
0
3
）、
五
郎
兵
衛
は
亡
く
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

生
前
、
五
郎
兵
衛
は
弟
和
助
が
分
家
す
る
際
、
伴
伝
兵
衛
に
頼
み
一
旦
和
助
を
奉
公
に
出
し
、
奉
公
人
と

し
て
の
立
場
を
経
験
さ
せ
た
後
に
分
家
さ
せ
た
と
さ
れ
、
奉
公
人
を
第
一
と
す
る
森
五
郎
兵
衛
家
の
考
え
が

わ
か
る
逸
話
と
言
え
ま
す
。
五
郎
兵
衛
が
亡
く
な
っ
た
後
も
、
後
継
者
は
よ
く
遺
志
を
継
ぎ
、
五
郎

兵
衛
の
店
の
奉
公
人
達
も
一
生
懸
命
に
働
い
て
お
り
、
こ
れ
も
五
郎
兵
衛
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、

真
面
目
に
働
い
た
奉
公
人
に
は
年
季
が
満
ち
た
際
に
必
ず
独
立
す
る
こ
と
を
許
し
、
資
金
も
相
応

に
渡
し
て
い
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
扇
叶
は
扇
屋（
伴
伝
兵
衛
）か
ら
の
一
字
を
頂
い
た
も
の
で「
扇

四
」「
扇
吉
」「
扇
三
分
」等
当
地
現
在
の
商
家
で「
扇
」の
文
字
を
つ
け
た
商
号
は
伴
家
に
関
係
す
る
商
家
で
す
。

　

聖
徳
四
年
（
1
7
1
4
）
に
江
戸
神
田
堅
大
工
町
に
出
店
し
ま
し
た
。
延
亨
二
年
（
1
7
4
5
）
神
田
本

石
町
に
移
転
し
、
近
江
屋
三
右
衛
門
の
名
義
に
よ
り
商
号
を
「
扇
叶
」
を
近
江
屋
と
唱
え
て
呉
服
、
太
物
類

を
取
扱
い
次
第
に
発
展
し
ま
し
た
。
寛
永
年
間
に
は
大
坂
本
町
に
も
出
店
し
、
活
躍
し
ま
し
た
。
安
政
四
年

（
1
8
5
7
）
に
は
江
戸
真
綿
株
仲
間
に
加
入
し
、
真
綿
を
取
り
扱
い
ま
し
た
。
明
治
５
年
（
1
8
7
2
）
に

は
東
京
の
店
舗
を
拡
張
し
ま
し
た
。
明
治
維
新
に
よ
り
膨
大
な
被
害
を
受
け
閉
鎖
す
る
店
も
続
出
し
ま
し
た

が
、
同
家
は
堅
実
経
営
に
徹
し
、
呉
服
、
太
物
店
と
し
て
日
本
で
一
流
店
と
な
り
、
森
五
商
店
の
名
声
は
江
戸
、

大
坂
の
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、
次
第
に
販
路
も
広
が
り
大
発
展
を
遂
げ
て
い
き
ま
し
た
。

　

昭
和
六
年（
１
９
３
１
）に
村
野
藤
吾
設
計
に
よ
り
東
京
日
本
橋
室
町
に
地
上
７
階
建
て
の「
近
三
ビ
ル
」（
屋

号
・
近
江
屋
の
「
近
」、
三
左
衛
門
の
「
三
」
よ
り
命
名
）
を
建
築
し
、
現
在
も
近
三
商
事

株
式
会
社
と
し
て
不
動
産
や
ビ
ル
管
理
会
社
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

新
町
の
町
家
は
非
公
開
で
す
が
、
主
屋
は
木
造
２
階
建
、
切
妻
、
平
入
、
桟
瓦
葺
、
外
壁

は
真
壁
造
り
白
漆
喰
仕
上
げ
、
開
口
部
は
格
子
戸
や
出
格
子
、
２
階
外
壁
両
脇
に
は
防
火
、

延
焼
防
止
の
為
に
本
ウ
ダ
ツ
が
掲
げ
ら
れ
、
正
面
１
階
に
は
檜
皮
葺
の
む
く
り
付
き
の
下
屋

庇
が
下
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
屋
敷
の
規
模
も
大
き
く
往
時
の
繁
栄
が
う
か
が
え
ま
す
。

※

な
お
、
市
立
資
料
館
の
一
部
で
あ
る
歴
史
民
俗
資
料
館
は
森
家
の
控
宅
で
、
昭
和
五
十
四
年
に
市
へ
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
す
。

※参考文献　近江八幡人物伝　近江八幡郷土史会刊より抜粋　

【
扇
屋   

森  

五
郎
兵
衛
】（
新
町
） 

答え…53 歳
川原町 S・Tさん
上田町 K・Yさん
桜ノ宮町 O・Mさん
堀上町 S・Kさん
八木町 T・Kさん

当選者発表

　
お
お
ぎ
や
　
も
り
　
ご
ろ
う
べ
え

初
代
森
五
郎
兵
衛
の
奉
公
先
は「
○
○
○
○
家
」で
す
。

さ
て
奉
公
先
の
八
幡
商
人
の
豪
商
は
誰
で
し
ょ
う
。

◆
ご
希
望
の
方
は 

答
え
・
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号 

を
ご
記
入
の
上
、
官
製
は
が
き
又
は
F
A
X
で

ご
応
募
下
さ
い
。 抽

選
で
5
名
様
に 「
葦
う
ど
ん
ペ
ア
お
食
事
券
」 

を
差
し
上
げ
ま
す

クイズ

応
募
〆
切

11
月
５
日 

必
着 

※

当
選
者
の
発
表
は
、発
送
を
も
っ
て
代
え
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
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愛菜館
びわこ だいなか
新鮮直売

滋賀県で一番大きな専業農家地帯のど真ん中
にある愛菜館。畑までの距離は０メートル。愛菜
館の周りには甲子園球場の250倍の畑が広
がっているのです。その広大な畑から毎日どん
どん野菜が運ばれてきます。

◆新米の特売
◆農家が作る石窯ピザ
◆農業王国のぼたん鍋
◆ゴム長靴投げ大会 11/5 午後
◆羊のまるちゃんと遊ぼう
◎楽しいイベントが盛りだくさん
   ご来店をお待ちしています

大中の

11月4日（土）～５日（日）

営業時間 9月～４月：9時～18時
  5月～ 8月：9時～19時
定休日　 年中無休（正月を除く）

収
穫
祭

株式会社びわこだいなか愛菜館
〒521-1244  滋賀県近江八幡市大中町450-5 
TEL 0748-33-3580  http://aisaikan.jp 

新町通り森五郎兵衛邸

近江八幡市桜宮町205    TEL（0748）33-2939 営業時間8：00〜19：00
 

カジナオボクらは街の安心ショップ

ご予約承り中！ご予約承り中！
ご予約又はタイヤご購入で
オリジナルタオル進呈！

平成 29年 11 月末まで有効平成 29年 11 月末まで有効

QRコードで簡単アクセス▶
各種メーカー・お買得タイヤ
豊富にご用意しております

スタッドレスタイヤ

  畑から
ダイレクト

10：00～15：00

琵琶湖

湖周道路
琵琶湖

西の湖

長命寺

安土城跡

市役所

↓竜王I.C.

←京都

彦根→

八日市I.C.↓

休暇村近江八幡

新幹線

JR琵琶湖線 安土

近江八幡
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511
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2

愛菜館
大中町

渡合橋北詰

長命寺町

湖岸白鳥川

東川町
友定町

水車橋

西往来町
西横関

526

大中の湖
干拓地

琵琶湖

８



PRESENT
PRESENTトマト倶楽

部
トマト倶楽

部 お誕生日・記念日 花束プレゼント（11月の方）3名様

花王アタック１キロ ８個入り（1ケース）  5名様
※必ずお誕生日を明記下さい

50 名様

30 名様

20 名様

30 名様

［トマトカード番号の記入をお願いします］

11月19日 迄

12月24日 迄    

＊大津の都と白鳳寺院 　　    大津市歴史博物館   

＊末法 /APOCALYPSE 失われた
　　　夢石庵コレクションを求めて  細見美術館

＊井上章一の現代洛中洛外もよう スクラップブック

＊２０１８年度 京都新聞ダイアリー

当
選
者
の
発
表
は
発
送
を
も
っ
て
代
え
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

締 切 ご
希
望
の
方
は
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
希
望
の
品
一
品
を
ご
記
の
上
、
官
製

は
が
き
又
は
F
A
X
で
下
記
販
売
所
ま
で
、
ご
応
募
下
さ
い
。
抽
選
で
お
送
り
し
ま
す
。

花
束 

10
月
31
日
迄

洗
剤
、チ
ケ
ッ
ト
等 

10
月
31
日
迄

大正／ 1913／ 2008改修／木造 3階建、スレート葺
建築面積 114㎡／ 1棟
滋賀県近江八幡市池田町 5-21
登録年月日 :2009年 8月
公益財団法人近江兄弟社
登録有形文化財 (建造物 )
 

【ウォーターハウス記念館（国登録有形文化財）】
　ウォーターハウスは早稲田大学の講師として来日しま
した。ヴォーリズに共鳴した彼は、一時帰国し神学校で学
び夫婦で再び日本に戻り近江ミッションに加入しました。
　鉄道などが整備されていない当時、彼は、湖畔伝導船
（ガリラヤ丸）の船長としても活躍し、各地域で布教活動
に力を注ぎました。
　2013年で100年を迎えた当館は、アメリカの伝統的な
建築様式である「コロニアルスタイル」で建てられており
木造３階建て11室、暖炉が５箇所、煙突が２箇所備えら
れています。
通りに東面して建ち、東西棟の切妻造スレート葺のシン
プルな外観になる。東面北寄りに差掛け屋根のポーチ
を突出させ、北側に階段や水まわり、南側に居間や食堂
を配し２、３階を寝室や書斎、客間等に充ています。

2017 Autumn

◆と  き　10 月 28 日・29 日 
　　　　  11 月 3日・4日・5日・11 日・12 日・18 日・19 日・23 日・24 日・25 日・26 日
◆時  間     10：00～16：00
◆料  金     2 館で 300 円（１館のみ 200 円）※高校生以下無料
　　　　　　　　　　　　                   

William Merrell Voriesヴォーリズ建築めぐり
アンドリュース記念館・ウォーターハウス記念館の２館を特別公開

【アンドリュース記念館（国登録有形文化財）】
　アンドリュースはヴォーリズの大学時代の親友です。
アンドリュースはヴォーリズに導かれてキリスト教信者
となりましたが若くして昇天しました。遺族より贈られた
資金を基に、自らの貯金を全て捧げて、まず1907年にヴ
ォーリズの処女作近江八幡YMCA会館が竣工し、館内の
書斎と暖炉のある小部屋は「祈りの部屋」と呼ばれ、当
時のままの姿が保存されています。1935年に2代目の会
館として別の位置に改築されたものです。デザインは初
代会館のイメージを踏襲しているとされています。
八幡山東南の市街地に位置あります。桁行15ｍ梁間11
ｍの木造２階建、南北棟の入母屋造桟瓦葺。
２階は南寄りに和室二室、北に洋室二室を並べ、中央を
階段室等にしています。釉薬瓦の赤とモルタル仕上げ壁
の白が好対照をなし、親しみのある佇まいを見せてい
ます。

昭和前／ 1935／ 2007改修／木造 2階建、瓦葺
建築面積 161㎡／ 1棟
滋賀県近江八幡市為心町中 31
登録年月日 :2009年 8月
公益財団法人近江兄弟社
登録有形文化財 (建造物 )

2017 年 10 月 28日 ( 土 ) ～ 2017 年 11月 26日 ( 日 )　13 日間公開 

　　　ウィリアム・メレル・ヴォーリズ

生年月日：1880年10月28日
死没：1964年5月7日 (83歳)
　ウィリアム・メレル・ヴォーリズはアメリカ合衆国
カンザス州レブンワースに生まれました。
1905年現在の県立八幡商業高校の英語教師とし
て来日。キリスト教伝道師であり、建築家として「建
物の風格は、人間と同じくその外見よりもむしろそ
の内容にある」との信念で、全国に1600に及ぶ建
築設計に携わり、私財は一切持ちませんでした。
病院や図書館、学校法人ヴォーリズ学園など設立
し、社会貢献事業を展開し「近江八幡は世界の中
心」との思いで、町を深く愛しました。 
1958年近江八幡の名誉市民第１号に
推される。建築家でありながら、ヴォー
リズ合名会社の創立者の一人として
メンソレータムを広く日本に普及させ
た実業家でもありました。　　　　　　　　

※本事業は、公益社団法人びわこビジターズビュ－ロー・公益財団法人近江兄弟社・近江八幡観光ボランティアガイド協会の協力により開催します。

◀

◀

約500m 徒歩７～8分

アンドリュース記念館
ウォーターハウス記念館
アンドリュース記念館
ウォーターハウス記念館

・見学可能エリアに一部制限がありますので予めご了承願います。
・館内での写真撮影や録画はご遠慮願います。
・駐車場は併設されていません。
・観光ボランティアガイドが常駐しています。
・ヴォーリズゆかりの書籍等を販売しています。
入場チケットは各施設でお求め下さい。( 予約不要）


